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〔梗概〕　人格の成熟という問題をめぐって，〈実存〉，
〈無意識〉，〈生命〉という三つの概念を鍵に，日頃考
えていることをまとめた。これはまた，潜在的には，自
己についての哲学的自覚が深層心理学的自覚を経て倫理
学的もしくは宗教学的自覚へと深まっていくプロセスの
構造を通覧しようとする，〈哲学的人格発達論〉の試み
でもあれば，社会の思想史的成熟と個人の精神史的成熟
を，したがって人間の精神的成熟一般を，私たちの社会
的人格の根底にあってこれを支えているく生命としての
自己〉という新しい概念によって基礎づけようとする，
〈哲学的生命論〉の試みでもある。
　第一部では，〈社会的人格としての自己〉という概念
とく生命としての自己〉という概念を対置して，＜生命
としての自己〉の本質を，生きようとする意志，交わり
への意志，成熟への意志，調和への意志という四つの視
点から考察し，それぞれの特質をく個と種の弁証法的統
一〉，〈自と他の弁証法的統一〉，＜生と死の弁証法的
統一〉，〈部分と全体の弁証法的統一一一・〉という形で定式
化した。そしてまた，そうした在り方の包括的検討か
ら，〈生命としての自己〉の本質からの逸脱と離反が，
個人においても社会においても，いかに危険な災いをも
たらすかを検討し，またそこから，この世の不幸・病い・
異常・悪と言われる現象一般がどこから生ずるのかをも
示唆した。
　第二部では，人格の成熟という問題が，個人の心理的
発達のプロセスに見られる発達停止と退行という二つの
病理現象を通じて，個人の人格のうちにどのような歪み
と病理を引き起こすことになるのか，それを精神分析学
的並びに精神病理学的視点から考察した。ここでは特
に，心理的成熟の段階発達を支える意識の構造分化と意
識の構造解体の弁証法的関係を，対象関係論の視点と現
象学的器質力動論の立場から論じた。
　第三部では，社会思想史的な流れを背景にして，ルネ
サソス以降宗教改革の運動を仲立ちに，近代的人間観一
般がどのような人間把握を指向してきたのか，これを理
性的人間観・感性的人間観・実存的人間観の流れを通じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他誌等への発表のもの
て示し，併せてく実存〉という概念の思想史的意義とそ
の哲学的構造を示した。
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